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シーボルト

川原 慶賀

Philipp Franz Balthasar von Siebold
（1796～1866年）

シーボルトはドイツのブュルツブルク出身で、医学を学んだのち
東洋研究を志してオランダに赴き、東インド会社に入り、1823年
（文政6 )長崎・出島のオランダ商館付医師として初来日を果たす。
江戸時代の日本に近代西洋医学を伝え、出島の外に設置した鳴滝塾
で医学や自然科学を教え、多数の弟子たちが集まった。
1828年（文政11）帰国に際し、長崎港のオランダ船が台風で難破、
修理のため積み荷を陸揚げしたとき、シーボルトの荷から国外持ち出
し禁制の品が見つかりシーボルト事件が起こる。
シーボルトは日本追放を言い渡され、1829年（文政12）日本人の妻・
滝と、娘・伊禰 (いね)に別れを告げ日本を去った。1859年（安政6）
には、国外追放を解かれ、長男アレキサンダーを伴ってふたたび来日し、
晩年ドイツに帰国した。

1828年(文政11)

長崎に生まれ、父・川原香山も町絵師であった。 1811年(文化8)頃、
当時の長崎で絵師の第一人者として活躍していた石崎融思に師事し、
頭角を現す。出島オランダ商館への出入りを許され、 長崎の風俗や
風景画を描き、異国の風俗と日本の浮世絵を融合させた独自の画面を
創り出した。
1823年(文政6)商館付医師として来日したシーボルトの注文に応じ、
慶賀は『日本』という本の挿絵のために精細な動植物の写生図を描いた。
1826年(文政9) 江戸参府の際には、シーボルトに同行し道中の風景画、
風俗画、人物画等も描いた。

シーボルト事件

Keiga Kawahara
(1786―？年)

シーボルトが任期を終えて帰国しようとした際に、
船が難破し、積み荷が調べられた。その際オランダへ持ち帰る
荷物の中に、伊能忠敬作成の日本地図など多くの禁制品がある
ことが発覚し、事件となった。
取調べは江戸と長崎で行われたが、およそ1年間出島に拘束さ
れた後、日本より追放された。この事件に連座した日本人は五十
数人の多数に上った。1858年（安政5）に日蘭修好通商条約に
よって渡航禁止処分も解除され、シーボルトは再び来日を果たし、
幕府の外交顧問となった。

シーボルトが持ち帰ろうとした伊能図こと
『大日本沿海輿地全図』
（国立国会図書館デジタルコレクション所蔵）

参考：日本大百科全書（ニッポニカ）

川原慶賀/画『草木花実写真図譜』
（国立国会図書館デジタルコレクション所蔵）

川原慶賀/画
シーボルト肖像

晩年のシーボルト





「Botanical old Japon -シーボルトの見た未知の国Japon-」と題して、昨年来日200年を迎えた

ドイツの博物学者・シーボルトにスポットを当てた展示を行っています。

1823年(文政6)、オランダ商館の医師として来日したシーボルトは、長崎で診療所兼蘭学塾「鳴滝

塾」を開設しました。そこで診療と自然科学についての教育を行い、日本の西洋医学発展に影響を与

える人物となりました。今回はシーボルトによる膨大な日本研究の集大成である『日本』や『原色精密

植物日本図譜』などを中心に展示しています。

普段は閉架資料として、閲覧が制限されているものばかりです。ぜひ、この機会にお楽しみください。

長崎市ホームページ
日本大百科全書（ニッポニカ） 日本国語大辞典 デジタル大辞泉
日本花卉文化株式会社HP「草木花実写真図譜」
（ https://www.jbcde.jp/post/%E8%8D%89%E6%9C%A8%E8%8A%B1%E5%AE%9F
%E5%86%99%E7%9C%9F%E5%9B%B3%E8%AD%9C ）
「シーボルトと日本 : その生涯と仕事」（Leiden : Hotei Publishing）
JapanKnowledge Lib （https://japanknowledge.com/library/）
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